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産
業
と
文
化
と
健
康
福
祉
の
祭
典
「
第
12
回
し
ま
興
し
祭
り
」
が
６
月
27
日
、
自
然

休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
。

　

式
典
で
は
、
工
芸
部
門
や
産
業
部
門
な
ど
の
各
分
野
で
功
績
が
あ
っ
た
個
人
９
人
に
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ
た
。
ま
た
、
加
圧
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
靴
・
靴
下
に
よ
る
医
療
を
試
み
る
『
み

ら
い
ク
リ
ニ
ッ
ク
付
属
フ
ッ
ト
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
』の
湯
浅
慶
朗
セ
ン
タ
ー
長
が
講
演
を
行
っ
た
。

　

そ
の
他
、
喜
界
高
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
な
ど
が
あ
り
、
会
場
は
大
い
に
盛
り

上
が
っ
た
。
ま
た
、
各
会
場
で
は
各
種
団
体
に
よ
る
舞
台
発
表
や
展
示
、
各
種
売
店

な
ど
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、
多
く
の
家
族
連
れ
な
ど
が
詰
め
か
け
た
。

第
12
回
喜
界
町
し
ま
興
し
祭
り

　

川
島
町
長
は
、「
今
年
は
伊
佐
市
（
旧

菱
刈
町
）と
姉
妹
都
市
盟
約
を
宣
言
し
、

50
周
年
を
迎
え
る
。
あ
の
苦
し
か
っ
た

太
平
洋
戦
争
の
時
代
に
、
多
く
の
町
民

が
疎
開
し
、
伊
佐
市
の
方
々
に
優
し
く

し
て
い
た
だ
い
た
。
本
当
に
感
謝
し
て

い
る
。
ま
た
、
今
回
は
伊
佐
市
か
ら
金

の
含
有
量
が
非
常
に
高
い
金
鉱
石
も
提

供
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
本
日
は

様
々
な
楽
し
い
催
し
物
も
準
備
さ
れ
て

い
る
の
で
最
後
ま
で
楽
し
ん
で
い
っ
て

ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

表
彰
で
は
、
本
町
発
展
に
各
分
野
で

長
年
貢
献
し
た
功
労
者
に
表
彰
状
が
授

与
さ
れ
た
。
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
。

【
工
芸
部
門
】
山
倉
ヨ
シ
（
中
里
）、
上

島
小
夜
（
上
嘉
鉄
）、
上
村
八
重
（
手

久
津
久
）【
産
業
部
門
】　

習
実
敏
（
中

里
）、竹
下
悦
夫（
志
戸
桶
）【
教
育
部
門
】

福
澤
千
惠
藏
（
小
野
津
）、
竹
内
夢
希

（
早
町
）【
社
会
福
祉
部
門
】
實
田
照
野

（
湾
）【
地
方
自
治
部
門
】直
島
秀
守（
小

野
津
）（
敬
称
略
・
順
不
同
）

　

講
演
で
湯
浅
セ
ン
タ
ー
長
は
「
脚
の
指

が
曲
が
る
と
、
膝
が
曲
が
っ
て
そ
れ
に

よ
っ
て
背
中
も
曲
が
る
。
足
指
を
広
げ
る

ひ
ろ
の
ば
体
操
を
し
て
歩
け
ば
、
自
然
の

治
癒
力
を
促
し
、
膝
や
背
中
の
曲
が
り
も

解
消
で
き
る
」
と
力
説
し
た
。
講
演
中
、

腰
痛
が
あ
り
歩
行
に
支
障
が
あ
る
町
民
を

壇
上
に
あ
げ
、
ひ
ろ
の
ば
体
操
を
実
践
。

痛
み
が
と
れ
普
通
に
歩
く
様
子
を
見
て
会

場
か
ら
驚
き
の
声
が
上
が
っ
た
。

　

ロ
ビ
ー
で
は
、
喜
界
高
校
美
術
部
の
草

木
染
の
作
品
な
ど
が
展
示
さ
れ
、
多
く
の

町
民
を
魅
了
し
た
。

　

広
場
で
は
、
多
く
の
出
店
が
あ
り
、
特

産
品
な
ど
を
買
い
求
め
る
町
民
で
賑
わ
っ

た
。
さ
ら
に
、
伊
佐
市
の
時
任
良
倫
副
市

長
一
行
も
訪
れ
、
祭
り
に
華
を
添
え
た
。

　

祭
り
の
最
後
に
は
恒
例
の
抽
選
会
が
あ

り
、参
加
者
た
ち
は
１
等
商
品
「
自
転
車
」

を
目
指
し
て
一
喜
一
憂
、
大
い
に
盛
り
上

が
っ
た
。
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長
い
脚
と
首
を
持
つ
大
型
の
鳥
・
フ

ラ
ミ
ン
ゴ
が
６
月
、
突
然
本
町
に

舞
い
降
り
た
。

　

最
初
の
目
撃
情
報
は
8
日
、
早
町
港
の

岸
壁
の
水
た
ま
り
で
羽
を
休
め
て
い
る
様
子

を
付
近
の
住
民
が
発
見
、
す
ぐ
に
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
等
で
多
く
の
町
民
に
知
れ
渡
っ
た
。

　

翌
日
は
嘉
鈍
の
沈
砂
池
で
餌
を
捕
食
す

る
姿
が
確
認
さ
れ
、
そ
の
情
報
を
聞
き
つ

け
一
目
見
よ
う
と
多
く
の
町
民
が
訪
れ

た
。
そ
の
沈
砂
池
の
周
囲
は
鉄
柵
で
被
わ

喜
界
消
防
分
署
（
前
泊
哲
治
分
署
長
）

は
６
月
18
日
、
湾
港
で
奄
美
海
上

保
安
部
と
水
難
救
助
の
合
同
演
習
を
行
っ

た
。
こ
の
演
習
は
、
今
年
４
月
の
海
中
捜

索
の
際
に
同
保
安
部
か
ら
提
案
が
あ
り
、

実
現
し
た
。

　

奄
美
大
島
に
は
奄
美
市
内
に
同
保
安
部

の
駐
在
所
が
あ
り
、
常
時
潜
水
士
が
待
機

し
て
い
る
が
本
町
に
は
な
い
。
水
難
事
故

が
発
生
し
た
際
、
奄
美
か
ら
の
救
援
は
間

に
合
わ
な
い
た
め
、
消
防
士
自
ら
が
水
難

救
助
に
入
る
必
要
が
あ
る
。

　

今
後
は
、
若
手
消
防
士
ら
が
潜
水
士
の

免
許
を
取
得
し
、
喜
界
消
防
分
署
潜
水
隊

設
立
（
平
成
29
年
４
月
予
定
）
に
向
け
、

訓
練
が
開
始
さ
れ
る
。

海
上
保
安
部
の
潜
水
士
と
消
防
士
が

水
難
救
助
演
習

訓練を行う海上保安部の潜水士と消防士

れ
い
る
た
め
安
心
し
て
い
る
の
か
、
そ
れ

と
も
人
慣
れ
し
て
い
る
の
か
、
十
数
㍍
ま

で
近
づ
い
て
も
特
に
逃
げ
る
様
子
も
な
く

元
気
な
姿
を
見
せ
て
い
た
。

　

国
立
科
学
博
物
館
の
濱
尾
章
二
博
士
は

「
こ
の
個
体
は
、
オ
オ
フ
ラ
ミ
ン
ゴ
（
別

名
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
フ
ラ
ミ
ン
ゴ
）
と
呼
ば
れ

る
も
の
。
飼
育
下
で
逃
げ
出
し
た
、
い
わ

ゆ
る
『
か
ご
ぬ
け
』
で
あ
る
可
能
性
が
高

い
。
動
物
園
な
ど
か
ら
逃
げ
出
し
た
と
い

う
情
報
を
聞
く
こ
と
も
あ
る
が
、
ど
こ
か

ら
飛
ん
で
来
た
か
を
断
定
す
る
こ
と
は
非

常
に
難
し
い
」
と
語
っ
た
。

　

飛
来
か
ら
連
日
、
町
民
か
ら
の
目
撃
情

報
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
が
、
約
１
週
間
で

ぷ
っ
つ
り
と
途
絶
え
た
。
ど
こ
か
ら
来
た

の
か
、ど
こ
へ
飛
び
立
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
、

消
息
は
未
だ
分
か
ら
な
い
。
突
然
現
れ
町

民
を
騒
然
と
さ
せ
、
突
然
消
え
た
フ
ラ
ミ

ン
ゴ
。
次
の
新
天
地
は
ど
こ
だ
ろ
う
か
？

故
郷
・
喜
界
町
発
展
の
た
め
に
…

　
　
　

〜
鹿
児
島
喜
界
会
総
会
〜　

親睦を深める参加者ら【徳村牧男さん提供】

鹿
児
島
喜
界
会
（
恵
藤
和
教
会
長
）

は
５
月
17
日
、
鹿
児
島
市
内
で
平

成
27
年
度
総
会
を
開
催
し
た
。

　

冒
頭
で
恵
藤
会
長
は
「
私
達
会
員
も
内

に
秘
め
た
闘
志
を
鹿
児
島
喜
界
会
と
故
郷

喜
界
の
た
め
に
尽
く
そ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
、

川
島
健
勇
町
長
な
ど
が
祝
辞
を
述
べ
た
。

　

役
員
改
選
で
は
、
副
会
長
に
米
澤
守
光

さ
ん
（
西
目
出
身
）
と
監
事
に
森
光
昭
さ

ん
（
中
間
出
身
）
２
人
が
新
し
く
執
行
部

役
員
に
就
任
し
た
。
総
会
後
に
行
わ
れ
た

懇
親
会
で
は
、
様
々
な
余
興
が
披
露
さ
れ
、

恵
藤
会
長
と
外
内
昭
男
さ
ん
（
志
戸
桶
出

身
）
の
三
味
線
に
よ
る
六
調
で
最
高
潮
に

達
し
、
皆
は
10
月
開
催
の
敬
老
会
で
再
会

を
約
束
し
て
閉
幕
し
た
。【
鹿
児
島
喜
界

会
事
務
局　

森
利
彌
さ
ん
】

沈砂池で羽を休めるフラミンゴ

羽を広げると 1.5 ｍ程になる

フ
ラ
ミ
ン
ゴ
の
飛
来
に
興
味
津
々

3　Kikai Public Relations 2015.7



T
o
p
i
c
s　

i n　

K
I
K
A
I
J
I
M
A

　

町
と
区
長
会
が
共
催
す
る
第
31
回
壮
年

ス
ロ
ー
ピ
ッ
チ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
６

月
28
日
、
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ

た
。
大
会
に
は
各
集
落
を
代
表
す
る
精
鋭

26
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ

た
。
出
場
資
格
は
40
歳
以
上
で
、
チ
ー
ム

編
成
は
40
代
・
50
代
・
60
代
の
年
代
か
ら

各
３
人
と
ど
の
年
代
か
ら
で
も
出
場
可
能

な
フ
リ
ー
の
選
手
１
人
の
計
10
人
で
編
成

さ
れ
る
。

東
京
喜
界
湾
郷
友
会
（
宮
元
常
忠

会
長
）
は
５
月
31
日
、
都
内
で
約

１
０
０
人
の
会
員
ら
が
参
加
し
第
42
回
総

会
・
親
睦
会
を
盛
大
に
開
催
し
た
。

　

今
回
は
地
元
の
警
察
署
員
を
特
別
講
師

と
し
て
招
き
、
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
る

振
り
込
め
詐
欺
対
策
の
実
例
か
ら
詐
欺
の

実
態
と
そ
の
防
止
策
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

懇
親
会
で
は
、
名
誉
顧
問
で
最
高
齢
の
川

島
岸ひ
と
やさ
ん
（
95
歳
）
な
ど
の
敬
老
者
紹
介

な
ど
が
あ
り
、
祝
宴
で
は
、
三
味
線
祝
唄

や
祝
舞
が
披
露
さ
れ
、
会
員
ら
は
島
の
雰

囲
気
を
味
わ
っ
た
。

　

今
回
は
会
員
の
孫
を
招
待
し
、
か
わ
い
い

チ
ビ
ッ
コ
兄
妹
唄
者
の
歌
声
に
拍
手
喝
采

が
起
こ
り
、八
月
踊
り
で
最
高
潮
に
達
し
た
。

【
報
告
：
同
会
幹
事
長
上
原
和
吉
さ
ん
】

湾
集
落
出
身
者
ら
が
集
う

　
　

〜
東
京
喜
界
湾
郷
友
会
総
会
〜唄あり踊りありで、再会を楽しんだ【提供写真】

　

決
勝
戦
は
、
順
調
に
勝
ち
進
ん
だ
湾
Ａ

と
上
東
Ａ
の
対
戦
と
な
っ
た
。
上
東
Ａ
は

１
回
裏
の
攻
撃
で
１
点
を
先
制
し
た
が
、

湾
Ａ
も
２
回
表
の
攻
撃
で
猛
攻
撃
を
見
せ

る
。
若
松
哲
也
さ
ん
の
タ
イ
ム
リ
ー
や
、

里
村
和
之
さ
ん
と
吉
沢
伸
一
さ
ん
の
本
塁

打
な
ど
で
７
点
を
奪
う
。
最
終
回
と
な
っ

た
４
回
表
の
攻
撃
で
は
横
山
竜
也
さ
ん
の

３
点
タ
イ
ム
リ
ー
な
ど
で
４
点
を
追
加
。

結
果
は
11
対
１
で
湾
Ａ
が
勝
利
し
た
。

　

中
山
隆
壽
監
督
は
「
今
年
は
町
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
協
会
が
ス
ト
ラ
イ
ク
ゾ
ー
ン
を
定
め

て
く
れ
、
無
理
に
高
い
ボ
ー
ル
を
打
た
ず
に

済
ん
だ
の
で
非
常
に
や
り
や
す
か
っ
た
。
勝

因
は
、
40
、
50
才
に
な
り
た
て
の
選
手
達
の

バッ
テ
ィ
ン
グ
が
冴
え
、
非
常
に
盛
り
上
が
っ

た
こ
と
。
６
年
ぶ
り
の
優
勝
を
集
落
の
み
ん

な
と
喜
び
た
い
」
と
感
想
を
述
べ
た
。

プ
ロ
の
落
語
に
大
爆
笑
！

子どもや先生らの笑い声が絶えなかった

落
語
家
の
春
風
亭
柳
朝
さ
ん
一
行
は

６
月
13
日
、
喜
界
小
学
校
を
訪
れ

『
わ
ん
ぱ
く
寄
席
』
を
開
催
し
た
。

　

こ
の
寄
席
は
文
化
庁
主
催
の
文
化
芸
術

に
よ
る
子
ど
も
の
育
成
事
業
の
一
環
。
小

中
学
校
等
で
一
流
の
文
化
芸
術
団
体
に
よ

る
巡
回
講
演
を
行
い
、
子
ど
も
の
発
想
力

な
ど
を
養
い
、
芸
術
家
の
育
成
な
ど
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

落
語
や
寄
席
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が

あ
っ
た
あ
と
、
子
ど
も
ら
数
人
が
舞
台
に

上
が
り
、
練
習
し
た
ネ
タ
で
笑
い
を
誘
っ

た
。
最
後
に
柳
朝
さ
ん
や
入
船
亭
扇
遊
さ

ん
な
ど
５
人
が
傘
を
使
っ
た
曲
芸
や
落
語
、

マ
ジ
ッ
ク
な
ど
を
披
露
し
、
子
ど
も
ら
は
プ

ロ
の
落
語
や
妙
技
を
楽
し
ん
だ
。　

６年ぶりに優勝した湾AチームとBチームの選手ら

白熱した試合が展開された決勝戦

６
年
ぶ
り
に
湾
が
優
勝
！

　
　

〜
壮
年
ス
ロ
ー
ピ
ッ
チ
ソ
フ
ト
〜
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喜
界
町
和
牛
改
良
組
合
（
思
照
也
組

合
長
）
の
平
成
27
年
度
総
会
が
６

月
９
日
、
役
場
多
目
的
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
、
前
年
度
の
出
荷
、
繁
殖
実
績
の
表
彰

な
ど
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
昨
年
度
の
年

間
子
牛
売
り
上
げ
が
初
の
７
億
円
を
突
破

す
る
な
ど
明
る
い
話
題
も
報
告
さ
れ
た
。

表
彰
者
は
次
の
と
お
り
。

▼
Ｄ
Ｇ
（
一
日
に
増
加
し
た
体
重
）
の
部 

去
勢
1
位 

田
中
政
和
（
１
・
３
４
４
㌕
） 

雌
１
位 

益
田
教
雄
（
１
・
０
９
５
㌕
）
▼

日
齢
単
価
の
部 

去
勢
1
位 

渉
良
史
（
２
，

９
３
８
円
）
雌
1
位 

益
田
教
雄
（
２
，

２
６
４
円
） 

▼
高
価
格
の
部 

去
勢
1
位 

美
島
智
秀
（
70
万
２
千
円
）
雌
１
位 

米

田
光
弘
（
60
万
１
千
円
）
▼
繁
殖
成
績
の

部 

空
胎
期
間
１
位 

美
島
智
秀
（
56
日
）

〔
敬
称
略
〕

子
牛
の
売
り
上
げ
が

初
の
７
億
円
を
突
破
！「一日でも早い出荷を！」とあいさつする思組合長

慰霊祭であいさつをする平さん（右）

平
資
盛
卿
招
魂
碑
で

建
立
30
周
年
慰
霊
祭

平
資
盛
卿
招
魂
碑
建
立
30
周
年
慰
霊

祭
が
６
月
18
日
、
伊
実
久
の
同
碑

前
で
執
り
行
わ
れ
た
。

　

慰
霊
祭
に
は
、
35
代
当
主
・
門
脇
正
夫

さ
ん
な
ど
島
内
外
の
関
係
者
が
参
列
し
、

平
資
盛
卿
の
御
霊
に
祈
り
を
捧
げ
た
。
同

碑
は
30
年
前
、
伊
実
久
出
身
で
平
資
盛
の

子
孫
と
さ
れ
て
い
る
33
代
当
主
・
平
清
吉

さ
ん
（
81
才
・
大
分
県
宇
佐
市
在
住
）
が

自
費
で
建
立
し
た
も
の
。

　
【
平
資
盛
】
平
安
時
代
末
期
の
武
将
・

平
清
盛
の
孫
。
資
盛
一
行
は
壇
ノ
浦
敗
戦

後
、
弟
の
有
盛
と
一
緒
に
ヤ
ナ
国
（
奄
美

大
島
）
に
向
か
っ
た
が
、
逆
風
に
遭
い

喜
界
島
の
沖
ウ
チ
ニ
ャ
ー
ド
ゥ
マ
イ

名
泊
に
漂
着
。
志
戸
桶
と

佐
手
久
の
境
に
あ
る
増
花
田
に
居
城
し
、

七な
な
じ
ょ
う
城
と
称
し
た
。（
喜
界
町
誌
よ
り
）

奄
美
芸
能
島
唄
研
究
会
が
主
催
す
る

『
み
ん
な
で
守
ろ
う
島
の
宝
文
化

芸
能
島
唄
発
表
会
』
が
６
月
14
日
、
中
央

公
民
館
旧
館
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
。

　

発
表
会
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
安
田
民

謡
教
室
の
門
下
生
全
員
に
よ
る
朝
花
節
で

始
ま
り
、
自
慢
の
歌
声
を
披
露
。
恒
例
の

六
調
で
閉
幕
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
３
月
に
名
瀬
公
民
館
（
奄

美
市
）
で
行
わ
れ
た
民
謡
民
舞
少
年
少
女

奄
美
連
合
大
会
で
、
同
教
室
の
俊
山
里
穂

さ
ん
（
喜
小
６
年
）
が
小
学
校
高
学
年
の

部
３
位
、
原
田
幸
歩
さ
ん
（
喜
中
１
年
）

が
中
学
校
の
部
４
位
に
入
賞
し
、
８
月
下

旬
に
品
川
区
立
総
合
区
民
会
館
で
行
わ
れ

る
全
国
大
会
へ
の
出
場
を
決
め
て
い
る
。

俊
山
さ
ん
は
３
年
連
続
出
場
。

安
田
民
謡
教
室
の
生
徒
ら
が

　
　
　
　
　
　

日
頃
の
成
果
を
発
表子供らの元気な歌声が会場に響き渡った

結
い
グ
ル
ー
プ
「
喜
界
」
の
商
品
が
、

郵
便
局
の
お
中
元
カ
タ
ロ
グ
で
紹
介

推薦した吉山稔坂嶺郵便局長（右）と商品をPRする会員ら

日
本
郵
政
グ
ル
ー
プ
が
発
行
す
る

「
２
０
１
５
山
形
屋
の
お
中
元
」
カ

タ
ロ
グ
で
、結
い
グ
ル
ー
プ
「
喜
界
」（
体

岡
広
美
代
表
）
が
製
造
し
た
２
商
品
が
郵

便
局
長
お
す
す
め
限
定
ギ
フ
ト
に
選
ば

れ
、
話
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
つ
目
は
、
白
ゴ
マ
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
２

本
と
島
ミ
カ
ン
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
１
本
を

セ
ッ
ト
に
し
た
『
喜
界
島
「
太
陽
の
恵

み
」』。
二
つ
目
は
、
島
み
か
ん
ぽ
ん
酢
や

白
ゴ
マ
胡
麻
し
ゃ
ぶ
だ
れ
な
ど
５
本
が

セ
ッ
ト
に
な
っ
た
『
喜
界
島
「
選
」』。

　

体
岡
代
表
は
「
２
品
と
も
大
地
の
恵
み

を
受
け
て
育
っ
た
白
ゴ
マ
な
ど
島
産
の
厳

選
さ
れ
た
素
材
を
使
っ
て
い
る
自
信
作
で

す
」
と
笑
顔
で
語
っ
た
。
注
文
は
県
内
の

郵
便
局
で
８
月
４
日
ま
で
可
能
。
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科

研
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～
サ
ン
ゴ
通
信
～

～
サ
ン
ゴ
通
信
～

全
国
の
市
区
町
村
踏
破
を
目
指
す
稲

垣
希の
ぞ
むさ
ん
（
72
才
・
東
京
都
世
田
谷

区
在
住
）
が
６
月
24
日
、最
後
の
未
踏
地
だっ

た
本
町
に
訪
れ
、
完
全
踏
破
を
達
成
し
た
。

　

稲
垣
さ
ん
は
学
生
時
代
、
友
人
と
２
週

間
の
北
海
道
旅
行
を
き
っ
か
け
に
旅
好
き

に
な
り
、
以
来
、
都
内
の
高
校
で
教
壇
に

立
ち
な
が
ら
、
休
暇
に
は
愛
車
の
原
付
バ

イ
ク
（
50㏄
）
に
乗
り
未
踏
地
に
出
か
け

続
け
た
。
最
初
は
漠
然
と
「
日
本
全
国
の

隅
々
ま
で
見
て
み
よ
う
」
と
思
っ
て
旅
を

し
て
い
た
が
、
７
年
前
に
全
市
町
村
制
覇

ま
で
約
一
割
と
い
う
こ
と
に
気
づ
き
「
ど

う
せ
な
ら
、
全
国
の
市
区
町
村
全
て
踏
破

し
よ
う
」
と
決
意
し
た
。

　
「
最
も
思
い
出
が
あ
る
場
所
は
？
」
と
尋

ね
ら
れ
稲
垣
さ
ん
は
「
昭
和
61
年
に
訪
れ

た
伊
豆
大
島
。
三
原
山
が
噴
火
し
た
こ
と
を

知
り
、
休
暇
を
と
っ
て
大
島
に
渡
っ
た
。
テ

レ
ビ
局
が
生
中
継
す
る
横
で
火
口
か
ら
流

れ
出
す
溶
岩
を
間
近
に
見
た
。
帰
り
の
船

が
島
か
ら
出
発
し
た
１
時
間
半
後
、
三
原

山
は
大
噴
火
を
起
こ
し
、
全
島
１
万
人
に

最
後
の
未
踏
地
・
喜
界
町
を
訪
れ
、つい
に

日
本
全
国
市
町
村
完
全
踏
破
を
達
成
！

避
難
命
令
が
出
た
。
船
上
か
ら
上
空
８
千

㍍
に
も
の
ぼ
る
噴
煙
を
見
な
が
ら
、
自
然
の

驚
異
を
感
じ
た
」
と
感
慨
深
く
語
っ
た
。

　

喜
界
町
が
最
後
に
な
っ
た
理
由
に
つ
い

て
稲
垣
さ
ん
は
「
21
年
前
に
奄
美
群
島
全

て
を
巡
る
予
定
だ
っ
た
が
、
途
中
で
大
型

台
風
に
遭
い
、
通
過
す
る
ま
で
足
止
め
さ

せ
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、
予
定
し
て
い
た

喜
界
島
入
り
が
で
き
ず
最
後
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
」
と
話
し
、
市
町
村
踏
破
を
達
成

し
た
感
想
に
つ
い
て
は
「
や
っ
と
長
年
の

夢
が
叶
っ
た
。
達
成
し
た
日
に
５
人
目
の

孫
も
生
ま
れ
二
重
の
喜
び
を
噛
み
し
め

た
」
と
興
奮
し
た
様
子
だ
っ
た
。

　

稲
垣
さ
ん
が
踏
み
入
れ
た
市
区
町
村
数

は
、７
９
０
市
、23
区
（
東
京
都
の
特
別
区
）、

７
４
５
町
、
１
８
３
村
の
合
計
１
７
４
１
市

区
町
村
。（
平
成
27
年
４
月
現
在
）

町長からのメッセージを手に誇らしげな稲垣さん（右）

第
2
回　

サ
ン
ゴ
の
産
卵
シ
ー
ズ
ン
到
来
！

産
ま
れ
た
サ
ン
ゴ
の
一
生
と
は
？

　

こ
ん
に
ち
は
！
山
崎
敦
子
で
す
。
6
月

は
サ
ン
ゴ
の
産
卵
の
ニ
ュ
ー
ス
が
話
題
に

な
り
ま
し
た
が
、
喜
界
島
で
サ
ン
ゴ
の
産

卵
を
見
た
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う

か
。
先
日
、
早
町
小
学
校
の
生
徒
さ
ん
か

ら
「
サ
ン
ゴ
に
オ
ス
・
メ
ス
は
あ
る
の
で
す

か
？
」
と
い
う
質
問
を
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
サ
ン
ゴ
は
〝
産
卵
〞
す
る
の
で
有
性

生
殖
し
ま
す
。
つ
ま
り
オ
ス
と
メ
ス
が
い

ま
す
。
今
月
は
サ
ン
ゴ
が
産
ま
れ
て
か
ら

親
に
な
る
ま
で
の
生
活
史
を
紹
介
し
ま
す
。

プ
セ
ル
が
水
面
で
壊
れ
て
受
精
し
ま
す
。

受
精
し
て
赤
ち
ゃ
ん
に
な
っ
た
サ
ン
ゴ
（
プ

ラ
ヌ
ラ
幼
生
：
写
真
中
央
）
は
自
分
で

海
の
中
を
泳
ぎ
ま
す
。
大
人
に
な
っ
て

骨
を
つ
く
り
始
め
た
ら
、
サ
ン
ゴ
は
一
生

動
け
ま
せ
ん
。
赤
ち
ゃ
ん
の
う
ち
に
棲
む

場
所
を
決
め
な
い
と
い
け
な
い
の
で
す
。

　

幼
生
は
ど
こ
の
基
盤
（
岩
な
ど
）
に

く
っ
つ
く
か
、
お
尻
で
確
か
め
な
が
ら

場
所
を
決
め
ま
す
。
す
む
と
こ
ろ
を
決

め
た
ら
、
変
態
を
し
て
小
さ
な
イ
ソ
ギ

ン
チ
ャ
ク
の
形
に
な
り
ま
す
。
イ
ソ
ギ

ン
チ
ャ
ク
の
形
に
な
る
と
身
体
の
中
に

骨
を
形
成
し
始
め
ま
す
（
写
真
右
）。
骨

を
作
り
始
め
た
ら
分
裂
、
出
芽
（
無
性

生
殖
）
に
よ
っ
て
、
自
分
の
ク
ロ
ー
ン

を
作
り
な
が
ら
群
体
を
形
成
し
ま
す
。

そ
し
て
数
年
後
、
親
と
な
っ
て
産
卵
し
、

次
の
世
代
へ
命
を
繋
い
で
い
き
ま
す
。

　

サ
ン
ゴ
の
卵
が
浮
い
て
い
な
い
か
、
今
年

の
夏
は
海
辺
で
目
を
凝
ら
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。
産
卵
を
確
認
し
た
方
は
、
ぜ

ひ
研
究
所
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
！

　
　

☎
０
９
９
７
（
６
６
）
０
２
０
０

　
　
【
喜
界
島
サ
ン
ゴ
礁
科
学
研
究
所
】

　

サ
ン
ゴ
は
種
に

よ
っ
て
雌
雄
同
体

だ
っ
た
り
雌
雄
異

体
だ
っ
た
り
し
ま

す
。
6
月
初
旬

（
満
月
の
前
後
）

に
沖
縄
や
奄
美

大
島
で
一
斉
産
卵

を
し
て
ニュ
ー
ス
に

な
っ
た
の
は
、
ミ
ド

リ
イ
シ
属
と
い
う

サ
ン
ゴ
の
仲
間
で

し
た
。
彼
ら
の
ほ

と
ん
ど
は
雌
雄
同

体
の
ポ
リ
プ
か
ら

卵
と
精
子
が
入
っ

た
カ
プ
セ
ル
（
バ
ン

ド
ル
：
写
真
左
）

を
産
み
ま
す
。
カ
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Kikaij ima information

んなトカゲを見たことがありませんか？砂上の丘陵に滝が出現

きな蜂の巣が出現！　撤去されるマト狩りって楽しいな～

域に根ざした活動の展開を目標に！クギを使った草木染めに挑戦

　トマト農家の登次雄さん（城久）のビニール
ハウスで６月２日、あゆみ幼稚園の年長園児
31 人がトマト狩りに挑戦した。トマトを見る
なり園児らは興奮し広いハウス内を駆け回り、
赤く熟したものだけでなくまだ青いものも楽し
そうにたくさん収穫した。

　喜界高校美術部は６月 14 日、草木染工房を
営む大島順子さん宅で草木染めに挑戦した。昨
年は藍を使いきれいな白緑色（びゃくろく・緑
青に白を加えたような淡い色）に染め、今回は
防風林などに使われるフクギを使い、真っ黄色
の見事な染め物を仕上げた。

　喜界町長寿会連合会（開悦夫会長）は６月12日、
自然休養村管理センターで第 49回定期総会を開
催した。総会には会場を埋め尽くす約４００人も
の会員が来場した。開会長は「国が長寿会に期待
することも大きい。各長寿会も一体となり地域に
根ざした活動を展開していこう」とあいさつした。

2015.7

んこ

フ 域地

ト 大

きかいかわら版！

　榮建設事務所２階天井裏に横幅約１㍍の巨大
蜂の巣が今年１月に発見され、６月上旬に撤去
された。同事務所の職員は、「２階に巣がある
のは分かっていたが、２、３年かけて大きくなっ
たのでは。しかし、ここまで大きな巣とは思わ
なかった」と驚いた表情で語った。【提供写真】

　梅雨真っただ中の６月上旬、伊砂集落から見
える山手の丘陵に滝が出現した。三原和裕坂嶺
区長（67 才）によると、この滝は三原区長の
幼少期には絶えず流れていたが、畑地かんがい
事業でため池が整備されてからは大雨が続いた
時だけ姿を現すという。

　「変わったヤモリがいる」。ある荒木集落民から役場
に連絡があり現場に駆けつけると、そこには緑色のは
虫類がいた。その正体はオキナワキノボリトカゲ。この
トカゲは、奄美・沖縄諸島に広く生息。日陰を好み木
の幹につかまってじっとしていることが多い。２，30年
前は島内各所で見ることができたらしいが、近年は生
息数が減っており、めったに見ることができない。この
トカゲを見て懐かしいと思われる方は年がばれるかも？

砂伊
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な
ど
を
歌
い
、
お
菓
子
な
ど
を
も
ら
って
い
た
。

●
シ
バ
サ
シ
ー

　

旧
暦
８
月
最
初
の
『
ひ
の
と
』
に
行
わ
れ
る

節し
ち
う
ん
み

折
目
か
ら
５
日
目
の
先
祖
祭
。
厄
払
い
の
た

め
、
家
の
四
隅
や
門
の
両
側
な
ど
に
ス
ス
キ
を

挿
し
、
お
墓
に
は
ス
ス
キ
や
お
菓
子
を
供
え
る
。

●
敬
老
会

　

敬
老
の
日
に
70
歳
以
上
の
敬
老
者
を
招
待
し
、

多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
楽
し
い
一
日
を
過
ご
す
。

敬
老
者
の
若
返
り
と
健
康
的
な
生
活
を
願
う
。

●
八
月
豊
年
祭

　

旧
暦
８
月
18
日
、
集
落
公
民
館
前
で
相
撲
や
八

月
踊
り
な
ど
を
行
い
五
穀
豊
穣
に
感
謝
す
る
。

集
落
性

　

温
厚
で
協
調
性
が
あ
り
、
思
い
や
り
の
あ
る
人

が
多
い
。
高
齢
者
が
多
い
が
奉
仕
活
動
に
も
積

極
的
に
参
加
し
、
集
落
の
美
化
に
努
め
て
い
る
。

観
光
名
所
な
ど

●
平
家
森　

　

文
治
元
年
（
１
１
８
５
年
）
壇
ノ
浦
の
戦
い
に

敗
れ
た
平
家
一
族
は
建
仁
２
年
（
１
２
０
２
年
）

志
戸
桶
沖
名
泊
に
上
陸
し
た
。
一
族
は
志
戸
桶
と

佐
手
久
の
境
に
あ
る
増
花
田
に
居
城
し
島
の
東

部
入
口
（
早
町
港
）
か
ら
の
敵
の
来
襲
に
備
え

要
塞
を
築
き
、
七
城
と
と
も
に
政
守
警
備
の
重

要
な
拠
点
と
し
た
。
背
後
の
丘
に
は
平
家
一
族
の

錬
式
の
跡
も
あ
る
。【
平
家
森
石
碑
参
考
】

●
涙
石

　

慶
長
14
年
（
１
６
０
９
年
）
大
島
を
征
伐
し
た

薩
摩
藩
は
、
喜
界
に
元
禄
元
年
（
１
６
９
３
年
）

に
代
官
を
置
い
た
。
さ
ら
に
黍き
び

横
目
を
置
き
砂
糖

の
取
締
り
を
特
に
厳
重
に
し
、
島
民
は
圧
政
と
虐

待
の
中
で
虐
げ
ら
れ
て
い
た
。
当
時
砂
糖
の
積
み

出
し
は
早
町
港
で
あ
っ
た
た
め
、
湾
方
面
の
島
民

第第
2323
回　

早
町
集
落

回　

早
町
集
落

概
要

　

早
町
集
落
は
人
口
１
１
６
人
、
世
帯
数
は

64
戸
（
住
基
台
帳
平
成
27
年
5
月
末
現
在
）。

集
落
前
に
は
瀬
王
ヶ
浦
（
早
町
港
）
を
臨
み
、

背
後
に
は
平
家
森
が
控
え
る
。
ま
た
、
昭
和

31
年
９
月
の
喜
界
、
早
町
両
町
村
の
合
併
ま

で
早
町
村
の
中
心
地
と
し
て
栄
え
て
い
た
。

近
年
で
は
他
集
落
同
様
少
子
高
齢
化
が
進
み
、

65
才
以
上
が
集
落
の
約
４
割
を
占
め
る
。
配

布
物
は
集
落
を
８
班
に
分
け
、
月
交
代
で
班

長
を
務
め
る
。
ま
た
、
各
班
長
が
直
接
各
戸

を
巡
回
す
る
こ
と
に
よ
り
、
隣
人
同
士
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
も
繋
が
っ
て
い
る
。
集

落
が
良
く
見
え
る
高
台
に
は
、
観
音
様
を
祀
っ

て
あ
る
観
音
堂
が
あ
り
、
集
落
の
守
り
神
と

し
て
集
落
民
を
見
守
っ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
こ

か
ら
見
え
る
日
の
出
は
絶
景
で
あ
る
と
評
判
。

集
落
行
事

●
六
月
灯

　

旧
暦
６
月
18
日
に
観
音
堂
で
行
う
祭
り
。

前
日
の
17
日
に
は
氏
神
を
迎
え
る
前
夜
祭
を

行
い
、
無
病
息
災
家
内
安
全
、
五
穀
豊
穣
を

氏
神
に
祈
願
す
る
。
毎
年
、
こ
ど
も
育
成
会

の
献
灯
も
行
っ
て
い
る
。

●
集
落
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　

こ
ど
も
の
日
に
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
多

く
の
集
落
民
が
集
ま
り
、
競
技
を
通
し
て
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て
い
る
。

●
冬
折
目
（
フ
ユ
ン
ミ
）

　

９
月
の
最
初
の
壬
み
ず
の
え
い
ぬ
戌
の
日
に
行
わ
れ
る
考
祖

祭
か
ら
９
日
目
の
庚か
の
え
う
ま午に
、
各
戸
ハ
サ
ム
ツ
チ
ー

を
つ
く
り
先
祖
に
備
え
た
。
以
前
は
ム
ッ
チ
ー

貰
い
と
称
し
て
子
供
達
が
各
戸
を
回
り
、
歌

は
ク
チ
ャ
バ
ン
タ
と
呼
ば
れ
る
坂
を
通
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
坂
は
粘
土
質
で
あ
る
た
め
特

に
雨
の
日
は
人
馬
と
も
大
変
滑
り
や
す
く
、
そ
の

と
き
の
道
路
の
敷
石
と
し
て
苦
し
み
か
ら
救
って
く

れ
た
石
が
こ
の
涙
石
だ
と
い
う
。【
喜
界
町
誌
参
考
】

●
震
洋
格
納
壕
跡

　

太
平
洋
戦
争
末
期
、
喜
界
島
上
陸
を
目
的
と

し
た
米
軍
艦
船
に
対
し
て
、
２
５
０
㌔
爆
弾
を

搭
載
し
、
体
当
た
り
攻
撃
を
計
画
し
た
海
軍
の

木
製
小
型
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
、
特
攻
艇
「
震
洋

（
通
称
マ
ル
ヨ
ン
艇
）」
の
格
納
壕
跡
。
安
藤
末

喜
大
尉
率
い
る
第
40
震
洋
隊
１
８
７
人
が
配
置

さ
れ
、
出
撃
命
令
を
待
っ
た
が
、
米
軍
上
陸
部

隊
が
接
近
す
る
こ
と
な
く
、
１
艇
も
出
撃
す
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。【
格
納
壕
跡
看
板
参
考
】

早町区長。区長歴７年目。少年自衛
隊入隊のため、いったん島外に出るが、
島の暮らしが恋しくなり昭和 55年にＵ
ターン。現在は区長をしながら建設会
社に勤務。「元気な高齢者に負けない
ように、若い人を巻き込んで新しい取
り組みを始め、集落民が安心して暮ら
せる集落づくりに励みたい」と語る。

畠
山
八
十
二
区
長

（59）

Profile

ナナテイガマナナテイガマ

震洋格納壕跡震洋格納壕跡

涙石涙石

区長が語る !! わーちゃん集
シ マ

落
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を
訪
ね
て

サ
ト
ウ
キ
ビ
の
無
農
薬
・　
　
　
　

サ
ト
ウ
キ
ビ
の
無
農
薬
・　
　
　
　

無
化
学
肥
料
化
に
挑
戦
し
続
け
る

無
化
学
肥
料
化
に
挑
戦
し
続
け
る

杉
俣　

紘
二
朗
さ
ん

杉
俣　

紘
二
朗
さ
ん

夢
は
ま
る
ご
と
喜
界
島
を
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
（
※
）
化
。
壮
大
な
夢
を
語
り
、

サ
ト
ウ
キ
ビ
の
無
農
薬
、
無
科
学
肥
料
化

に
挑
戦
し
続
け
る
杉
俣
紘
二
朗
さ
ん
。

　

東
京
都
足
立
区
で
育
っ
た
杉
俣
さ
ん
は

あ
る
日
、
都
内
の
自
然
商
品
な
ど
を
取
り
扱

う
あ
る
消
費
者
の
会
に
訪
れ
た
。
そ
の
商
品

の
中
に
岡
田
製
糖
（
荒
木
）
が
製
造
す
る
喜

界
島
産
黒
糖
が
あ
り
、
食
べ
て
み
る
と
そ
の

素
朴
な
味
に
衝
撃
を
受
け
た
。
杉
俣
さ
ん

は
会
の
代
表
か
ら
「
一
緒
に
喜
界
島
に
行
っ

て
、
黒
糖
づ
く
り
を
見
学
し
て
み
な
い
か
」

と
誘
わ
れ
、
自
身
も
興
味
を
持
っ
た
こ
と

か
ら
、
島
に
行
く
こ
と
を
決
め
た
。

　

当
初
は
数
日
だ
け
の
滞
在
予
定
だ
っ
た

が
、
岡
田
製
糖
で
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
栽
培
か

ら
黒
糖
製
造
を
学
ぶ
う
ち
に
面
白
く
な
り
、

数
ヶ
月
し
た
の
ち
地
元
に
戻
っ
た
。

　

地
元
の
友
達
に
自
分
が
作
っ
た
黒
糖
を

試
食
し
て
も
ら
う
と
、「
美
味
し
い
」
と
皆

が
喜
ん
で
く
れ
、「
自
分
が
作
っ
た
も
の
で

こ
ん
な
に
人
が
喜
ん
で
く
れ
る
ん
だ
」
と

感
動
し
、
島
移
住
を
決
意
し
た
。

　

移
住
後
、
岡
田
製
糖
で
基
礎
を
学
び
、
そ

の
後
独
立
。
早
速
、
無
農
薬
、
無
科
学
肥
料

栽
培
に
取
り
か
か
っ
た
。
最
初
は
ワ
タ
ア

ブ
ラ
ム
シ
が
大
量
発
生
し
、
畑
一
枚
を
全

滅
さ
せ
た
り
、
苗
に
ハ
リ
ガ
ネ
ム
シ
が
つ

き
全
く
芽
が
出
な
か
っ
た
り
、
害
虫
対
策

に
牛
乳
が
効
く
と
聞
い
て
散
布
し
た
ら
葉

が
腐
っ
た
り
す
る
な
ど
様
々
な
失
敗
を
し

た
。
そ
れ
で
も
諦
め
ず
に
試
行
錯
誤
を
繰

り
返
し
、
今
で
は
１
町
５
反
の
畑
を
無
農

薬
で
栽
培
し
て
い
る
。
し
か
し
、
畑
に
よ
っ

て
土
壌
や
環
境
が
違
う
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
に

適
し
た
栽
培
が
必
要
で
、
全
て
の
畑
の
無
農

薬
化
は
ま
だ
ま
だ
時
間
が
か
か
る
と
い
う
。

昭和 53 年生まれ。東京都足
立区出身。都立江北高等学校
卒。Ｉターンで荒木の岡田製
糖に弟子入りし、黒糖の製法
を学ぶ。現在はサトウキビの
無農薬栽培に挑戦している。

杉
俣
紘
二
朗
さ
ん

（37）

杉

Profile
　

無
農
薬
、
無
化
学
肥
料
で
栽
培
す
る

こ
と
に
つ
い
て
杉
俣
さ
ん
は
「
と
に
か

く
土
作
り
が
大
事
で
、
美
味
し
い
黒
砂

糖
に
す
る
に
は
な
る
べ
く
化
学
肥
料
の

力
に
頼
ら
な
い
栽
培
が
必
要
。
適
度
な

量
な
ら
い
い
が
、
使
い
す
ぎ
る
と
苦
み

が
強
い
黒
糖
に
な
っ
た
り
、
畑
の
微
生

物
を
死
滅
さ
せ
土
が
や
せ
て
砂
漠
化
を

招
く
恐
れ
も
あ
る
。
今
使
用
し
て
い
る

有
機
肥
料
は
、
微
生
物
を
活
性
化
し
必

要
な
養
分
だ
け
を
取
り
入
れ
、
苦
み
の

少
な
い
自
然
な
甘
さ
の
黒
糖
が
で
き
る
」

と
語
り
、
今
後
に
つ
い
て
は
「
こ
の
黒

糖
を
原
料
に
業
者
と
協
力
し
て
商
品
化

も
進
め
て
、
若
者
が
手
に
取
り
や
す
い

商
品
を
開
発
し
た
い
。
さ
ら
に
、
農
家

の
方
々
に
も
無
農
薬
化
を
勧
め
て
、
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
の
島
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
し

て
ほ
し
い
」
と
語
っ
た
。

　

今
年
、
杉
俣
さ
ん
は
１
５
０
カ
国
が

参
加
し
、
２
千
万
人
以
上
の
来
場
者
を

見
込
む
『
ミ
ラ
ノ
万
博
』（
イ
タ
リ
ア
）

に
黒
糖
を
出
品
。
好
評
を
博
し
て
い
る
。

※
【
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
】
農
薬
や
化
学
肥

料
に
頼
ら
ず
、
太
陽
・
水
・
土
地
・
生

物
な
ど
自
然
の
恵
み
を
生
か
し
た
農
林

水
産
業
や
加
工
方
法
。
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教
育
委
員
会
の

教
育
委
員
会
の

ま
ど
ま
ど

教
育
委
員
会
の

教
育
委
員
会
の

ま
ど
ま
ど

母親としての体験を元に参加母親としての体験を元に参加
者に熱く語りかける西山先生者に熱く語りかける西山先生

家
庭
で
も
協
力
が
で
き
る
と
思
う
」
な
ど

の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ど
の
グ
ル
ー
プ
も
現
在
の
家
庭
で
の
現

状
を
も
と
に
活
発
な
話
合
い
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
お
よ
そ
40
分
の
グ
ル
ー
プ
協
議
の

あ
と
、
全
体
協
議
を
実
施
し
、
各
学
年
の

実
践
事
項
を
決
定
し
ま
し
た
。

【
小
学
校
下
学
年
】

【
親
の
見
届
け
と
声
か
け
で
学
習
習
慣
を

身
に
付
け
さ
せ
る
】

①　

９
時
就
寝
を
も
と
に
生
活
リ
ズ
ム
を

　

つ
く
る
。

②　

音
読
に
取
り
組
ま
せ
、
自
信
を
も
た

　

せ
る
（
読
み
聞
か
せ
も
）。

【
小
学
校
上
学
年
】

①　

家
庭
学
習
の
内
容
を
把
握
し
、
そ
れ

　

を
通
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
努

　

め
る
。

②　

学
校
と
家
庭
が
連
携
し
て
家
庭
学
習

　

へ
の
取
組
を
充
実
さ
せ
る
。

③　

子
ど
も
の
読
む
本
に
関
心
を
示
し
、

　

感
想
を
交
流
す
る
。

【
中
学
校
】

①　

夢
、
目
標
、
学
校
生
活
の
こ
と
な
ど

　

子
ど
も
と
し
っ
か
り
向
き
合
っ
て
話
を

　

す
る
。

②　

家
庭
で
も
宅
習
等
の
見
届
け
を
し
っ

　

か
り
行
う
。

　

全
学
校
で
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し

て
、「
し
っ
か
り
と
子
ど
も
と
向
き
合
い
、

子
ど
も
の
意
見
を
取
り
入
れ
た
家
庭
学
習

計
画
を
つ
く
る
」
を
共
通
実
践
事
項
と

し
、
学
校
と
家
庭
が
連
携
し
て
学
力
向
上

に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。

平
成
27
年
度
喜
界
町
学
力
向
上
推
進
委
員
会

　

喜
界
町
教
育
委
員
会
は
、
６
月
11
日

（
木
）
18
時
30
分
〜
20
時
に
町
学
力
向
上

推
進
委
員
会
（
出
席
者
38
名
）
を
町
役
場

１
階
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催
し

ま
し
た
。
こ
の
委
員
会
に
は
、
各
小
・
中

学
校
の
管
理
職
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
・
学
級
委

員
長
等
が
参
加
し
、
喜
界
町
の
教
育
に
お

け
る
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
の

学
力
向
上
に
向
け
て
、
家
庭
で
取
り
組
め

る
実
践
事
項
に
つ
い
て
、
小
学
校
下
学
年

（
１
・
２
・
３
年
）、
小
学
校
上
学
年
（
４
・

５
・
６
年
）、
中
学
校
全
学
年
の
３
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

小
学
校
下
学
年
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、「
生

活
習
慣
（
生
活
リ
ズ
ム
）
を
整
え
て
い
く

こ
と
が
大
切
」「
正
解
か
、
や
り
終
え
た

か
な
ど
や
っ
た
こ
と
の
確
認
だ
け
で
も
し

て
い
く
」「
親
子
で
交
代
で
音
読
す
る
な

ど
楽
し
み
な
が
ら
取
り
組
む
」
な
ど
の
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
学
校
上
学
年
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、「
保

護
者
が
家
庭
学
習
の
状
況
を
把
握
し
、
そ

れ
を
通
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

る
機
会
と
し
て
は
ど
う
か
」「
学
校
と
家

庭
が
連
携
し
、
宿
題
の
内
容
を
決
め
て
い

く
こ
と
も
大
切
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

中
学
校
グ
ル
ー
プ
で
は
、「
親
子
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
た
め
に
親
が

ア
ン
テ
ナ
を
張
っ
て
、
子
ど
も
の
興
味

を
つ
か
む
よ
う
な
普
段
の
取
組
が
大
切

だ
」「
学
校
と
家
庭
と
の
連
携
が
大
切
で

あ
る
。
学
校
か
ら
学
習
内
容
等
を
家
庭
へ

も
連
絡
や
投
げ
か
け
を
し
て
も
ら
え
れ
ば

平
成
27
年
度
総
合
家
庭
教
育
学
級
講
演
会

　

６
月
21
日
（
日
）
役
場
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ホ
ー
ル
で
標
記
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
連
携
し
、
次
世

代
を
担
う
子
ど
も
達
の
健
全
育
成
を
図
る

た
め
に
毎
年
、
保
護
者
や
学
校
関
係
者
等

を
対
象
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
奄
美
市
の
親
業
訓
練
協
会

の
西
山
寿
賀
子
先
生
を
お
招
き
し
、「
子

ど
も
の
元
気
は
親
の
元
気
、
親
の
笑
顔
は

子
ど
も
の
笑
顔
」
の
演
題
で
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
を
や
る
気
に
さ
せ
る
方
法
と
し

て
、「
注
目
」「
賞
賛
」「
ほ
ほ
え
み
」
の

三
つ
を
い
つ
も
忘
れ
ず
に
行
う
こ
と
を
強

調
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
の
ト

マ
ス･

ゴ
ー
ド
ン
博
士
の
考
案
し
た
「
親

業
の
新
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
に
つ
い
て
の
指
導

が
あ
り
、

①
聞
く
（
子
ど
も
の
心
の
声
を
聞
く
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

能
動
的
な
聞
き
方

②
話
す
（
親
の
思
い
を
率
直
に
伝
え
る
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

私
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

③
対
立
を
解
く（
お
互
い
の
納
得
が
い
く
方
法
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

勝
負
な
し
法

の
三
つ
の
柱
の
実
践
方
法
が
説
明
さ
れ
ま

し
た
。

　

①
の
「
能
動
的
な
聞
き
方
」
と
し
て
は
、

「
子
ど
も
の
言
っ
た
言
葉
を
そ
の
ま
ま
く

り
返
す
」、「
子
ど
も
の
言
っ
た
言
葉
を
理

解
し
、
親
の
言
葉
で
言
い
換
え
る
」、「
子

ど
も
の
言
っ
た
言
葉
の
奥
に
あ
る
気
持
ち

を
加
え
て
返
す
」
が
挙
げ
ら
れ
、

　

②
の
私
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
は
、「
子
ど
も

の
行
動
を
非
難
が
ま
し
く
な
く
」、「
そ
の

行
動
に
よ
っ
て
起
こ
る
自
分
へ
の
影
響
を

具
体
的
に
」、「
そ
の
行
動
に
よ
っ
て
感
じ

る
自
分
の
感
情
を
率
直
に
伝
え
る
こ
と
」

の
重
要
性
が
説
か
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
子
ど
も
の
良
い
と
こ
ろ
を
見
つ

け
た
ら
、
肯
定
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
、

「
お
手
伝
い
し
て
く
れ
て
、
お
母
さ
ん
助

か
る
わ
！
う
れ
し
い
！
頼
も
し
く
感
じ
る

よ
！
」
な
ど
と
伝
え
る
こ
と
が
子
ど
も
と

の
信
頼
関
係
を
築
く
上
で
効
果
的
で
あ
る

と
説
か
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
者
の
感
想
と
し
て
「
涙
、

涙
、
心
に
沁
み
る
講
演
で
し
た
。
受
け
入

れ
て
、
共
感
し
て
、
抱
き
し
め
て
、
私
に

も
や
れ
る
と
信
じ
て
頑
張
り
ま
す
。」「
笑

顔
で
接
す
る
と
子
ど
も
も
、
親
の
話
に
耳

を
傾
け
て
く
れ
る
。
叱
る
ば
か
り
で
な

く
、
子
ど
も
の
話
に
も
、
し
っ
か
り
と
聞

い
て
あ
げ
る
こ
と
で
、
子
ど
も
か
ら
も
親

へ
の
対
応
も
変
わ
っ
て
く
る
し
、
親
自
身

が
愛
情
を
持
っ
て
、
子
育
て
に
励
め
る
と

感
じ
ま
し
た
。」
な
ど
と
あ
り
、
子
育
て

に
対
す
る
意
欲
を
沸
き
立
た
せ
、
笑
顔
と

涙
あ
ふ
れ
る
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

10



す
こ
や
か
ニ
ュ
ー
ス

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
（
☎
65
ー
3
5
2
2
）

　

肝
臓
は
「
沈
黙
の
臓
器
」「
我

慢
強
い
臓
器
」
と
呼
ば
れ
、
状
態

が
悪
化
し
て
い
て
も
な
か
な
か
自

覚
症
状
が
現
れ
ま
せ
ん
。

　

日
本
人
の
約
40
人
に
1
人
が
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
お
り
、

肝
臓
が
ん
の
原
因
も
ウ
イ
ル
ス
性

肝
炎
が
約
90
％
を
占
め
て
い
ま

す
。

 　

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い

て
も
、
早
期
発
見
し
適
切
な
健
康

管
理
・
治
療
を
行
う
こ
と
で
、
肝

炎
か
ら
肝
硬
変
、
肝
臓
が
ん
へ
と

進
行
す
る
の
を
予
防
す
る
こ
と
が

可
能
で
す
。

　

８
月
に
厚
生
連
健
診
・
11
月
に

医
師
会
健
診
、
そ
の
他
が
ん
検
診

（
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
）
を
行
い

ま
す
。

　

健
診
受
診
率
は
喜
界
町
約
35
％

で
県
平
均
約
40
％
よ
り
低
い
状
況

で
す
。

　

生
活
習
慣
病
は
自
覚
症
状
が
な

い
為
、
定
期
的
に
検
査
を
受
け
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

　

健
診
で
異
常
が
認
め
ら
れ
た
場

合
も
、
早
い
段
階
で
の
治
療
が
可

能
な
の
で
、
身
体
的
・
心
理
的
、

そ
し
て
経
済
的
に
も
負
担
は
軽
く

て
済
み
ま
す
。

　

男
女
と
も
に
、
B
M
I
・
高
血

圧
・
糖
尿
病
・
脂
質
異
常
症
の
割

合
が
高
い
状
況
で
す
。
放
置
し
て

お
く
と
、
心
筋
梗
塞
・
脳
梗
塞
な

ど
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

案
外
か
ら
だ
は
悲
鳴
を
あ
げ
て

く
れ
ま
せ
ん
!!

　

年
に
一
度
は
、
自
分
の
体
の
状

態
を
知
る
為
に
、
健
診
を
受
け
ま

し
ょ
う
!!

＊
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

対
象
：
①
今
年
度
40
歳
に
な
る
方

②
41
〜
74
歳
で
、
今
ま
で
に
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
未
検
査
の
方

費
用
：
①
・
②
該
当
者
、
無
料

場
所
：
厚
生
連
健
診
・
医
師
会
健

診
時
に
実
施
（
喜
界
徳
洲
会
病
院

で
も
検
査
可
能
）

お
問
い
合
わ
せ

保
健
福
祉
課　

健
康
増
進
係

　

６
５
―
３
５
２
２

　

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
以
外
に
、
肝
臓

を
痛
め
つ
け
る
原
因
と
し
て
「
ア

ル
コ
ー
ル
性
肝
炎
」「
脂
肪
肝
」

が
あ
り
ま
す
。
喜
界
町
は
、
県
や

国
と
比
較
し
て
、
適
正
飲
酒
量
を

超
え
る
割
合
や
メ
タ
ボ
予
備
軍
・

該
当
者
が
多
い
状
況
で
す
。ま
た
、

男
性
の
肝
疾
患
で
の
死
亡
も
多
い

で
す
。

　

一
生
に
一
度
は
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

検
査
、
適
量
の
飲
酒
・
適
正
体
重

の
維
持
に
努
め
ま
し
ょ
う
!!

７
月
28
日　

日
本
肝
炎
デ
ー

特
定
健
診
が
は
じ
ま
り
ま
す

特
定
健
診
で
生
活
習
慣
病
の
芽
を
摘
も
う
! !

保
健
師
さ
ん
・
看
護
師
さ
ん
・
歯
科
衛
生
士
さ
ん

保
健
事
業
の
お
手
伝
い
を
し
て
下
さ
い
ま
せ
ん
か
？

連
絡
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

保
健
福
祉
課　

健
康
増
進
係　

６
５
― 

３
５
２
２

募
集
！
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国
税
職
員
を
装
っ
た
不
審
な

電
話
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

国
税
局
や
税
務
署
の
職
員
を

装
っ
た
不
審
な
電
話
が
掛
か
る

事
例
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

電
話
の
内
容
は
、
年
金
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
と
称
し
て
、「
年

齢
は
い
く
つ
か
。」、「
家
族
は
何

人
か
。」、「
年
金
額
は
い
く
ら

か
。」、「
預
貯
金
額
は
い
く
ら

か
。」な
ど
と
い
っ
た
も
の
で
す
。

　

国
税
職
員
を
名
乗
る
電
話
で

不
審
な
点
が
あ
る
と
き
は
、
即

答
は
避
け
、
相
手
の
所
属
部
署
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
確
認
し
た

上
で
一
旦
電
話
を
切
り
、
最
寄

り
の
税
務
署
ま
た
は
警
察
署
に

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（w

w
w
.nta.go.jp

又

は
「
国
税
庁
」
で
検
索
）
を
ご

覧
下
さ
い
。

　

ま
た
は
、
熊
本
国
税
局
（
☎

０
９
６
（
３
５
４
）
６
１
７
１
）

か
大
島
税
務
署
（
☎
０
９
９
７

（
５
２
）
４
３
２
１
※
自
動
音
声

案
内
）
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

　

税
関
で
は
、
終
戦
後
外
地
か

ら
引
き
揚
げ
て
来
た
方
々
か
ら

お
預
か
り
し
た
通
貨
や
証
券
類

【
問
い
合
わ
せ
先
】
住
所
：
姶
良

市
西
餅
田
１
１
２
０　

電
話
：

０
９
９
５
（
６
５
）
２
２
４
７

　

担
当
：
清
山
、
森
山

一　

平
成
28
年
歌
会
始
の
お
題

「
人
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

※
お
題
は
「
人ひ
と

」
で
す
が
、
歌
に

詠
む
場
合
は
「
人
」
の
文
字
が
読

み
込
ま
れ
て
い
れ
ば
よ
く
、「
人じ
ん
ざ
い材
」、

「
若わ
こ
う
ど人
」
の
様
な
熟
語
に
し
て
も

差
し
支
え
が
あ
り
ま
せ
ん
。

二　

詠
進
歌
の
詠
進
要
領

㈠
詠
進
歌
は
、
お
題
を
詠
み
込

ん
だ
自
作
の
短
歌
で
一
人
一
首
と

し
、未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

㈡
書
式
は
、
半
紙
（
習
字
用
の

半
紙
）
を
横
長
に
用
い
、
右
半

分
に
お
題
と
短
歌
、
左
半
分
に

郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話
番
号
、

氏
名
（
本
名
、
ふ
り
が
な
つ
き
）、

生
年
月
日
、
性
別
及
び
職
業
（
な

る
べ
く
具
体
的
に
）
を
縦
書
き
で

書
い
て
く
だ
さ
い
）。
半
紙
は
真
ん

中
で
山
折
り
。
無
職
の
場
合
は
、

「
無
職
」と
書
い
て
く
だ
さ
い
。（
以

前
に
職
業
に
就
い
た
こ
と
が
あ
る

場
合
は
、
な
る
べ
く
元
の
職
業
を

書
い
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
主
婦
の

場
合
は
、
単
に
「
主
婦
」
と
書
い

て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。
㈢

用
紙
は
半
紙
と
し
、
記
載
事
項
は

を
保
管
し
て
い
ま
す
。

　

心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、
税
関

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

長
崎
税
関 

業
務
部 

税
関
相

談
官
☎
０
１
２
０
（
８
２
８
）

６
８
０
（
平
日
９
時
〜
17
時
）

メ
ー
ル
：nagasaki-sodan@

custom
s.go.jp

　

県
立
姶
良
高
等
技
術
専
門
校

で
は
、
平
成
28
年
度
推
薦
入
校

生
を
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
科
名
】
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス

科
、
情
報
処
理
科

【
募
集
人
員
】
各
科
10
名
程
度

【
訓
練
期
間
】
各
科
２
年

【
応
募
資
格
】
高
等
学
校
を
平
成

28
年
３
月
に
卒
業
見
込
の
方

【
出
願
書
類
】
入
校
願
書
（
写
真

貼
付
）、
学
校
調
査
書
、
高
等
学

校
長
の
推
薦
書
。
願
書
貼
付
以

外
に
写
真
１
枚
（
縦
40
×
横
30

㎜
）

【
選
考
場
所
】
県
立
姶
良
高
等
技

術
専
門
校

【
願
書
受
付
期
間
】
平
成
27
年
９

月
１
日
（
火
）
〜
平
成
27
年
９

月
25
日
（
金
）（
消
印
有
効
）

【
選
考
日
】
平
成
27
年
10
月
２
日

（
金
）

【
合
格
発
表
日
】
平
成
27
年
10
月

13
日
（
火
）

全
て
毛
筆
で
自
書
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
海
外
か
ら
詠
進
す
る
場

合
は
、
用
紙
は
随
意
（
但
、
半
紙

サ
イ
ズ
24㎝×
33㎝
の
横
長
）
と
し
、

毛
筆
で
な
く
て
も
差
し
支
え
あ
り

ま
せ
ん
。
㈣
病
気
又
は
身
体
障
害

の
た
め
毛
筆
に
て
自
書
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
場
合
は
左
記
に
よ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ア　

代
筆（
墨

書
）
に
よ
る
。
代
筆
の
理
由
、
代

筆
者
の
住
所
及
び
氏
名
を
別
紙
に

書
い
て
詠
進
歌
に
添
え
て
く
だ
さ

い
。
イ　

本
人
が
ワ
ー
プ
ロ
や
パ
ソ

コン
な
ど
を
使
用
し
て
印
字
す
る
。

こ
の
場
合
、
こ
れ
ら
の
機
器
を
使

用
し
た
理
由
を
別
紙
に
書
い
て
詠

進
歌
に
添
え
て
く
だ
さ
い
。
ウ　

視
覚
障
害
の
方
は
、
点
字
で
詠
進

し
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

三　

注
意
事
項

次
の
場
合
に
は
詠
進
歌
は
失
格
と

な
り
ま
す
。
㈠
お
題
を
詠
み
込
ん

で
い
な
い
場
合
・
短
歌
の
定
型
で
な

い
も
の
又
は
用
紙
が
縦
長
の
場
合

　

㈡
一
人
で
二
首
以
上
詠
進
し
た

場
合
や
毛
筆
で
な
い
場
合　

㈢
詠

進
歌
が
既
に
発
表
さ
れ
た
短
歌
と

同
一
又
は
著
し
く
類
似
し
た
短
歌

で
あ
る
場
合　

㈣
詠
進
歌
を
歌

会
始
の
行
わ
れ
る
以
前
に
、
新
聞
、

雑
誌
そ
の
他
の
出
版
物
、
年
賀
状

等
に
よ
り
発
表
し
た
場
合　

㈤
二

㈣
に
記
し
た
代
筆
の
理
由
書
を
添

え
た
場
合
を
除
き
、
同
筆
と
認

め
ら
れ
る
全
て
の
詠
進
歌　

㈥
住

所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
、

職
業
を
書
い
て
い
な
い
も
の
そ
の
他

こ
の
詠
進
要
領
に
よ
ら
な
い
場
合

四　

詠
進
の
期
間

お
題
発
表
の
日
か
ら
９
月
30
日
ま

で
と
し
、
郵
送
の
場
合
は
、
消
印

が
９
月
30
日
ま
で
の
も
の
を
有
効

と
し
ま
す
。

五　

郵
便
の
宛
先

「
〒
１
０
８
―
８
１
１
１ 

宮
内
庁
」

と
し
、
封
筒
に
「
詠
進
歌
」
と
書

き
添
え
て
く
だ
さ
い
。
詠
進
歌
は

小
さ
く
折
って
封
入
れ
し
て
差
し

支
え
あ
り
ま
せ
ん

六　

疑
問
が
あ
る
場
合
に
は
、
直

接
宮
内
庁
式
部
職
宛
て
に
、
郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名
を
書
き
、
返

信
用
切
手
を
貼
っ
た
封
筒
を
添
え

て
９
月
20
日
ま
で
に
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。ま
た
宮
内
庁
ホ
ー
ムペー

ジ
（http://w

w
w
.kunaicho.

go.jp/

）
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

㊟
個
人
情
報
の
取
扱
に
つい
て

・
利
用
目
的
二
㈡
で
記
載
い
た
だ

い
た
個
人
情
報
は
、
歌
会
始
め
の

た
め
に
必
要
な
範
囲
で
利
用
し
ま

す
。

・
利
用
及
び
提
供
の
制
限　

法
令

に
基
づ
く
開
示
要
請
が
あ
っ
た
場

合
そ
の
他
特
別
な
理
由
が
あ
る

場
合
を
除
き
、
利
用
目
的
以
外

の
目
的
の
た
め
に
自
ら
利
用
し
、

又
は
第
三
者
に
提
供
し
ま
せ
ん
。

引
揚
者
と
ご
家
族
の
皆
様
へ

平
成
28
年
度
県
立
姶
良
高
等

技
術
専
門
校
推
薦
入
学
生
の

募
集

平
成
28
年
歌
会
始
の
お
題
及

び
詠
進
歌
の
詠
進
要
領

12



暮らしの情報 インフォメーション

有料広告

「年金情報流出」を口実にした
“振り込め詐欺”や“個人情報の詐取”
にご注意ください ! !
　　　　　　　　　　　　日本年金機構

　日本年金機構において、職員の端末に対す
る外部からのウィルスメールによる不正アク
セスにより、当機構が保有している情報の一
部が外部に流出したことが、５月 28 日に判明
しました。このうち、現時点において確認さ
れている個人情報は約 125 万件です。
　該当するお客様には、基礎年金番号を変更
させていただき、万全の対処を期す方針です。
そのための準備を早急に進めてまいります。

この年金情報流出事案に関して次のような
ことはありません
● 日本年金機構や年金事務所からお客様に
電話することはありません。

　 基礎年金番号の変更に関するご連絡は、
後日、文書をお送りします。

● 日本年金機構からお客様にお金を要求す
ることは一切ありません。

● 日本年金機構がお客様に ATMの操作を
お願いすることは一切ありません。

● お客様の個人情報（家族構成など）を確
認することはありません。

ご自宅や職場などに日本年金機構や機
構の職員などを名乗る電話がかかって
きたら、迷わずにお電話ください。

専用電話窓口（コールセンター）0120-818211
受付時間8:30 ～21:00

警察相談専用電話♯9110 または最寄りの警察署まで

13　Kikai Public Relations 2015.7



平成 27 年度　市町村振興宝くじのお知らせ

この宝くじの収益金は市町村の明るく住みよいまちづくりに使われます。

サマージャンボ宝くじ ＆サマージャンボミニ 7000 万
発売期間　平成 27 年７月８日（水）～７月 31 日（金）
発売場所　奄美信用組合喜界支店
抽 選 日　平成 27 年８月 11 日（火）

当選金支払い期間
平成 27年８月 17 日～平成 28年８月 16 日

県
立
鹿
屋
高
等
技
術
専
門
校

入
校
生
募
集

　

鹿
屋
高
等
技
術
専
門
校
で
は
、

平
成
28
年
度
の
入
校
生
を
募
集
し

ま
す
。

【
募
集
科
名
】
電
気
整
備
科　

定

員
20
人　

訓
練
期
間
２
年

【
応
募
資
格
】
高
等
学
校
卒
業
者

（
卒
業
見
込
み
者
を
含
む
）
若
し

く
は
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る

と
認
め
ら
れ
る
者

【
願
書
受
付
】
平
成
27
年
９
月
1

日
（
火
）
〜
平
成
27
年
10
月
30
日

（
金
）

【
試
験
日
】
平
成
27
年
11
月
６
日

（
金
）

【
試
験
科
目
】
筆
記
試
験
（
総
合

問
題
）
及
び
面
接

【
試
験
会
場
】
県
立
鹿
屋
高
等
技

術
専
門
校

【
合
格
発
表
】平
成
27
年
11
月
13
日

（
金
）

※
オ
ー
プ
ン
キ
ャンパス
を
８
月
24
日

（
月
）、
９
月
14
日
（
月
）
及
び

10
月
14
日（
水
）に
開
催
し
ま
す
。

　

鹿
屋
高
等
技
術
専
門
校
は
、
職

業
能
力
開
発
促
進
法
に
基
づ
き
設

置
さ
れ
た
県
立
の
職
業
能
力
開
発

校
で
す
。
ま
た
、
第
二
種
電
気
工

事
士
の
経
済
産
業
省
養
成
施
設

認
定
校
と
なって
い
ま
す
。
寄
宿
舎

も
完
備
し
て
お
り
、
遠
隔
地
か
ら

の
入
校
も
可
能
で
す
。

分
野
を
学
べ
ま
す
。

○
15
歳
以
上
の
方
な
ら
、
１
科

目
か
ら
学
習
す
る
専
科
履
修
生
・

科
目
履
修
生
と
し
て
入
学
で
き

ま
す
。

○
18
歳
以
上
の
大
学
入
学
資
格

を
お
持
ち
の
方
な
ら
、
学
力
試
験

は
な
く
、
全
科
履
修
生
と
し
て

入
学
で
き
、
4
年
以
上
在
学
し
て

１
２
４
単
位
以
上
を
習
得
し
、
卒

業
す
る
と
、
学
士
（
教
養
）
の

学
位
を
取
得
で
き
ま
す
。

○
ひ
と
つ
の
分
野
を
体
系
的
に
学

び
た
い
方
に
は
、「
放
送
大
学
エ
キ

ス
パ
ー
ト
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
出
願
期
間
は
６
月
15
日
（
月
）

か
ら
９
月
20
日
（
日
）
ま
で
行
っ

て
い
ま
す
。
資
料
を
無
料
で
差
し

上
げ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
放
送

大
学
鹿
児
島
学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
９
９
―
２
３
９
―
３
８
１
１
）

ま
で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。
放
送
大

学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

　

台
風
・
風
水
害
・
震
災
・
火

災
な
ど
の
災
害
に
よ
っ
て
住
宅
な

ど
の
財
産
に
損
害
を
受
け
た
場

合
は
、
損
害
の
程
度
に
応
じ
て
県

税
（
個
人
事
業
税
、
自
動
車
税
、

不
動
産
取
得
税
、
産
業
廃
棄
物

税
、
個
人
県
民
税
）
の
減
免
や

【
問
い
合
わ
せ
先
】
県
立
鹿
屋

高
等
技
術
専
門
校　

鹿
屋
市
川

西
町
３
４
８
２　

☎
０
９
９
４
―

４
４
―
８
６
７
４

　

人
事
院
・
法
務
省
に
お
き
ま
し

て
は
、
本
年
度
の
入
国
警
備
官
採

用
試
験
を
9
月
27
日
（
日
）
に
実

施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

詳
し
い
こ
と
は
最
寄
り
の
入

国
管
理
局
ま
で

【
連
絡
先
】　
〒
８
１
２
―
０
０
０
３

　

福
岡
市
博
多
区
下
臼
井
７
７

８
―
１　

福
岡
空
港
国
内
線
第

３
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
内　

福
岡

入
国
管
理
局
総
務
課
人
事
係　

☎
０
９
２
―
６
２
３
―
２
４
０

０
　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
27
年

度
第
２
学
期
（
10
月
入
学
）
の

学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放

送
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の

大
学
で
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒

業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い

な
ど
、
様
々
な
目
的
で
幅
広
い
世

代
、
職
業
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い

期
限
の
延
長
な
ど
の
措
置
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
措
置
を
受
け
る
に
は
、

一
定
の
要
件
に
当
て
は
ま
り
、
申

請
書
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
大
島
支
庁
県

税
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

大
島
支
庁
県
税
課　

☎
0
9
9
7
（
57
）
7
2
2
５

　

0
9
9
7
（
57
）
7
2
2
9

　

県
で
は
、
鹿
児
島
空
港
の
国

際
定
期
路
線
（
ソ
ウ
ル
線
、
上

海
線
、
台
北
線
、
香
港
線
）
を

利
用
す
る
方
に
対
し
て
、
6
人

以
上
の
団
体
や
ビ
ジ
ネ
ス
客
に

対
し
て
渡
航
費
用
の
一
部
助
成

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
4
路
線
を
利
用
し
た

上
で
の
乗
り
継
ぎ
利
用
に
対
し
て

は
、
助
成
額
を
増
額
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
4
月
か
ら
は
、
上
海

線
が
週
4
便
（
水
・
木
・
土
・
日
）

に
増
便
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
す
ま
す
利
用
し
や
す
く
な
っ

た
鹿
児
島
空
港
の
国
際
定
期
路

線
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
県
庁
交
通

政
策
課
☎
０
９
９
（
２
８
６
）

２
４
５
７
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
９

（
２
８
６
）
５
５
３
３

鹿
児
島
か
ら
も
っ
と
海
外
へ
！

〜
便
利
な
助
成
制
度
が
あ
り

ま
す
〜

入
国
警
備
官
募
集

放
送
大
学
10
月
入
学
生
募
集

暮らしの情報 インフォメーション

台
風
等
の
災
害
に
伴
う
県
税

の
減
免
等
に
つ
い
て
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試 験 名  初級（高校卒業程度）
試験区分 一般事務Ａ
  一般事務Ｂ（身体障害者福祉法第

15 条に定める身体障害者手帳 （1
級～ 6級）の交付を受けている者）

 幼稚園教諭（有資格者）
採用人員 一般事務Ａ　若干名
 一般事務Ｂ　若干名
 幼稚園教諭　若干名
受験資格
　一般事務Ａ
　 昭和 63 年４月２日から平成 10年４月１日
までに生まれた者で高等学校以上を卒業した
者  （平成 28年３月卒業見込みの者を含む）

　一般事務Ｂ
　 昭和55年４月２日から平成10年４月１日ま
でに生まれた者で自力により通勤ができ、介
護者なしに職務の遂行が可能な者、かつ、身
体障害者福祉法第15条に定める身体障害者
手帳（1級～ 6級）の交付を受けている者

　幼稚園教諭
　昭和 63年４月２日以降に生まれた
　者で幼稚園教諭普通免許状を有する
　者、又は平成 28年３月までに当該
　免許状を取得できる者

◇第１次試験日時・会場
　平成 27年９月20日（日）
　役場多目的室
　教養試験・作文試験・適性検査
◇申し込み受付け期間
　平成 27年 7月27日（月）
　　　～ 8月20日（木）　※土日を除く
　＊郵送の場合8月18日までの消印有効
◇問い合わせ先
　 役場総務課（65-1111） 

～喜界町役場新規採用試験～～喜界町役場新規採用試験～

【写真は平成 27年度採用職員】【写真は平成 27年度採用職員】

☆平成 28 年度 喜界町職員採用試験☆

ここで生かそう　　ここで生かそう　　シマへの想い シマへの想い 

「小粒でもきらりと輝くいい島・喜界島」

「小粒でもきらりと輝くいい島・喜界島」

!!!!
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PET

PET 12

PET/CT 14

PET/CT

PET/CT

H H

　この事業は、農業経営を行うのに必要な知識を習
得するための研修を行い、担い手農家として自立で
きる農業者を育成することを目的としています。
※畜産（肉用牛飼養希望）研修につきましても、農
家研修で自立できる方を育成しています。詳しくは
産業振興課内（☎６５－３６８９）までお問い合わ
せください。

【内容】不動産登記、会社の登記、供託、相続、賃貸借、
貸金、借金整理、その他法律問題に関する相談
【予約】事前予約を受付いたします。予約なしでお越
しいただいた場合、予約状況によりお断りすること
もありますのでご了承ください。相談内容にもより
ますが、１件につき30分～１時間程度を想定してい
ます。予約された方でも時間が前後することもあり
ますので、ご了承ください。
【事前予約受付期間】開催日の２日前まで
（土日祝を除く平日8:30～17:15）
【連絡先 (予約先 )】喜界町役場住民課生活環境係　
６５－３６８７

有料広告

住民課からのおしらせ
「司法書士による無料法律相談会の開催」

開催日 場　所 時　間
平成27年 8月   5 日（水）役場トレーニング室 13:00～16:00
平成 27年 8月 26日（水） 早町支所 13:00～16:00
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●平成27年度鹿児島県出身沖縄戦没者追悼式参列
者募集について
　鹿児島県では、沖縄やその近海での戦闘により亡く
なられた県出身戦没者に対して、追悼の意をささげる
慰霊式典に参列していただける方を募集しています。
【日時】平成27年 11月 9日（月）～10日（火）
※式典は10日（火）午前10時から1時間の予定
【会場】鹿児島霊園（沖縄県糸満市　平和祈念公園内）
【参加できる要件】
①　「鹿児島県出身沖縄地域戦没者名簿」に記載さ
　れている戦没者の配偶者及び3親等以内の遺族。
②　原則、戦没者1人につき1人の参加
③　健康状態が良好で、2日間の団体旅行が可能な方。
【参加費用】15,000円程度（沖縄までの往復運賃、
宿泊費の一部が県から助成あり）
【募集人員】9名（応募者が多い場合は選考となり
ます）
【選考基準】
①　今まで参列したことのない方。
② 　配偶者、子、父母、兄弟姉妹、3親等以内の親
族の順。

【応募方法】役場保健福祉課へ申請書を提出（申請
書は保健福祉課で準備してあります）。
【申込期間】
平成27年 8月 3日（月）～8月 31日（月）
※なお、参加費用や参列者の選考などの詳しい決定
事項については、10月下旬に連絡いたします。

●国民健康保険・後期高齢者医療保険　被保険者証
更新のお知らせ
　現在ご使用の国民健康保険または後期高齢者医療
保険の被保険者証（保険証）の有効期限は平成27
年 7月 31日です。7月下旬に新しい保険証を簡易
書留で郵送します。（受け取りには、印かんが必要
です。） 

町からのおしらせ
Information from town 

※ただし、平成26年度以前の保険税（料）の滞納
がない方に限ります。
　役場窓口での交付や送付先の変更を希望される方
は、下記までご連絡ください。
喜界町役場　保健福祉課　保険係まで
TEL　６５ －３６８５

　農業振興課では６月 1日、濵川秀司 (志戸桶）
さんと愛義仁さん（佐手久）を喜界町農業後継者育
成事業の研修生として認定しました。
　これから濵川さんと愛さんは、研修生として営農
支援センターや各農家の支援を受け、本町の農業技
術を学ぶことになります。

保健福祉課からのおしらせ　２
「被保険者証更新のお知らせ」

保健福祉課からのおしらせ　１
「沖縄戦没者追悼式参列者の募集」

図書館からのおしらせ　１
「開館時間変更のおしらせ」

9:30～１８：３０

図書館からのおしらせ　２
「戦後 70年特別企画夏休み無料上映会」

７/２１（火）～７/２４（金）

４日間 １４:００～１５:３０

喜界町図書館２階にて

農業振興課からのお知らせ
［農業後継者事業の研修生について］

夏休み期間

7月21日（火）～8月30日（日）

17　Kikai Public Relations 2015.7



＊おおきくなあれ＊＊ 1 歳になりました＊

佐野　佐野　仁仁
ひとしひ と し

志志くんくん（父　剛・母　澄香）（父　剛・母　澄香）

住友　住友　晴晴
はるきはるき

城城くん（10歳・右）・くん（10歳・右）・晴晴
せいやせいや

哉哉くん（10歳・左）・くん（10歳・左）・

陽陽
あ きあ き

紀紀ちゃん（４歳・中央）ちゃん（４歳・中央）（父　巧・母　理恵）（父　巧・母　理恵）

今月の花 ～リュウゼツラン・クサトベラ～～リュウゼツラン・クサトベラ～

　今月の広報『きかい』の題字は、喜界高
校普通科３年の３人。３人に将来の夢を聞い
てみました。
　喜界島に対する想いが強い榮さんの夢は、
「将来、島を盛り上げることができるような職
業に就きたい」。両親が理美容店を営む高野
くんは、お客さんが喜ぶ姿を見て「父のよう
な理容師になりたい」。子ども好きな盛くんは、
幼い頃から小学校の先生にあこがれを抱いて
おり、「小学校の教師になりたい」そうです。
みなさんの夢が叶うといいですね。

　しっかり者の長男、晴城。妹思いの次男、晴哉。
甘えん坊の長女、陽紀。３人のおかげで、わが家は
いつもにぎやかです。これからも兄弟仲良く、楽し
く過ごせたらいいね ! ! 素直で、明るくたくましく
成長してくれることを願っています。（父母より）

『き』榮　光里さん
『か』高野　海舟くん
『い』盛　賢喜くん

クサトベラクサトベラ

◀梅雨時期に緑地公園内に
咲くクサトベラ。クサトベラ（草
扉）は、クサトベラ科に属し、
屋久島・種子島以南に自生
する常緑低木。海岸の砂浜
や隆起珊瑚礁上に生え、高
さは１～２㍍ほど。花冠は白
色から帯黄色に変わる。小
枝は太く、液質でもろく折れ
やすい。葉は大型で柔らかく、
やや肉質があり、小枝の先
端に束生する。花言葉は不
明。

【赤連】【赤連】

　いつもかわいい笑顔とおしゃべり、いろんな仕草
で楽しませてくれる仁志。そんな仁志に、お父さん
もお母さんも毎日癒されています。これからも仁志
の成長を見守っているよ。元気いっぱい育ってね。
（父母より）

【【浦原】浦原】

－今月の題字－－今月の題字－
▶６月下旬に中央公民館前
に咲くリュウゼツラン。リュウゼ
ツラン（竜舌蘭）はリュウゼ
ツラン科に属し、熱帯・亜熱
帯の主に乾燥地帯に分布す
る。気候や土壌にもよるが、
一般的には成長が遅く、花も
数十年に一度しか開花しな
い。高さは７～８㍍の花茎を
伸ばし、黄緑色の花を円錐
状につけて咲く。リュウゼツラ
ンは本町の町花。花言葉は
不明。 リュウゼツランリュウゼツラン
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喜界町の推計人口
（平成27年６月１日現在）

世 帯 数  ・・・・ 3,467 戸（△ 3）
人 口  ・・・・ 7,330 人（△ 6）
男   ・・・・ 3,565 人（△ 5）
女   ・・・・ 3,765 人（△ 1）
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在
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）

湾花
良
治（
札
幌
市
在
住
）

坂
嶺

浦
原

志
戸
桶

納付をお忘れなく！（７月）
【税】固定資産税第２期・国民健康保険
税第２期　7/31まで
【使用料】７月分簡易水道・下水道使用料・
公営住宅使用料・保育料　7/31まで
役場 1階会計又はお近くの金融機関で納めてくだ
さい。納入はお早めに！！
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く ら し の ーカ レ ン ダ
（平成 27年 7月21日～ 8月20日迄）

※行事は変更になる場合があります。ご了承ください。毎週月曜日は図書館休館日です。
毎週土曜日14:00～はお話し会（図書館２階）です。毎

すこ ・・・・旧すこやかセンター
子育 ・・・・子育て支援センター
コミ ・・・・役場コミュニティホール
議会 ・・・・役場議会議事堂

しま興し祭りミニスナップ集しま興し祭りミニスナップ集

日 月 火 水 木 金 土

7/21 7/22 7/23 7/24 7/25

●夏休み無料上映
会（～ 24 日 )【図
書館２階 14:00
～ 15:30】
● 2 歳・2 歳 半
児歯科健診【すこ
13:15 ～】

●精神巡回相
談（～ 23 日）

【診療所 8:30
～】

● 1 歳 ６ カ 月
児 健 診【 す こ
13:15 ～】
●町こども議会

【議会 10:00 ～
11:30】

7/26 7/27 7/28 7/29 7/30 7/31 8/1

● 内 科 診 療
（～ 29 日）【診
療所（小学校
側）】

●母子相談【子

育 11:00 ～】

● 教 職 員 教
育講演会【コ
ミ 9 : 15 ～
11:15】

●戦後 70 年展示
会（～ 31 日）【図
書館１階】
●喜界町夏まつり

（～２日）【空港臨
海公園など各会
場】

8/2 8/3 8/4 8/5 8/6 8/7 8/8

●町小・中学
校出校日【各
小・中学校】

●資料休館日
【図書館】
●厚生連健診
( ～１２日）【コ
ミ 7:00 ～】

8/9 8/10 8/11 8/12 8/13 8/14 8/15

●体操教室【コ
ミ 19:00 ～
20:30】

● 体 操 教 室
【コミ 9:30 ～
11:00】

8/16 8/17 8/18 8/19 8/20

●母子相談【子
育 11:00 ～】

● 1 歳 児 歯
科相談【すこ
13:30 ～】

●精神巡回相
談（～ 20 日）

【診療所 8:30
～】

●3ヶ月・7ヶ
月児健診【す
こ 13:15 ～】
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